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第 2 章 

紫外線に対する意識とサングラス装着の実態 

 

2.1. はじめに   
 

 地 球 を 取 り 巻 く オ ゾ ン 層 は 有 害 な 紫 外 線 (UV)を 吸 収 し て 我 々 の 生 活 を

守 っ て い る 。 し か し 、 こ れ ま で の 観 測 に よ る と 、 我 々 が 排 出 す る フ ロ ン

に よ り 全 地 球 オ ゾ ン 量 は 10 年 間 で 約 3％ の 割 合 で 減 少 し て い る （ 二 宮  

1999）。そ の 結 果 、地 上 に 届 く 紫 外 線 量 が 増 加 し 、皮 膚 や 目 な ど 生 体 へ の

被 害 が 危 惧 さ れ て い る 。 日 本 は 、 オ ゾ ン 層 保 護 対 策 と し て の 国 際 条 約 で

あ る ウ ィ ー ン 条 約 お よ び モ ン ト リ オ ー ル 議 定 書 を 的 確 に 実 施 す る た め 、

1988 年 に オ ゾ ン 法 保 護 法 を 制 定 し て い る （ 地 球 環 境 研 究 会  2008）。  

紫 外 線 は 、 波 長 に よ り UV－ A、 UV－ B、 UV－ C に 分 類 さ れ 、 波 長 が 短 い

ほ ど 生 物 に 対 す る 有 害 作 用 が 大 き い （ 環 境 省  2009）。 オ ゾ ン は こ の う ち

短 波 長 領 域 で あ る 280nm 以 下 の 有 害 な UV－ C を 吸 収 す る こ と に よ り 、 染

色 体 の DNA や 細 胞 の 破 壊 か ら 生 体 を 保 護 し て い る （ 及 川 ら  2005）。 気 象

庁（ 2006）は 、わ が 国 の 紫 外 線 量 は 1990 年 の 観 測 開 始 以 降 、長 期 的 な 増

加 傾 向 が み ら れ る こ と を 報 告 し 、 特 に B 領 域 紫 外 線 （ UV-B） の 人 体 に 与

え る 悪 影 響 を 指 摘 し て い る 。 紫 外 線 は 、 人 間 の 皮 膚 、 眼 、 免 疫 機 能 の 低

下 な ど 、 健 康 面 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 予 測 さ れ て い る （ 今 中 ら  2007）。  

紫 外 線 に 対 す る 意 識 や 対 策 に 関 し て 、 伊 藤 ら (2005)は 、 漁 業 作 業 中 の

紫 外 線 被 曝 量 に 関 す る 研 究 で 、 漁 業 で は 海 面 反 射 に よ る 被 曝 を 防 ぐ こ と

は 難 し く 、乗 組 員 個 人 が 、帽 子 や UV カ ッ ト 機 能 を 持 つ メ ガ ネ・サ ン グ ラ

ス の 着 用 な ど の 対 策 を 講 じ る こ と が 必 要 で あ る と し て い る 。 佐 々 木

(1999)は 、 赤 道 部 周 辺 の シ ン ガ ポ ー ル 、 中 緯 度 の 日 本 、 北 極 近 く の ア イ

ス ラ ン ド で 翼 状 片 と 白 内 障 患 者 の 割 合 を 比 較 し 、 紫 外 線 の 多 い 地 域 ほ ど

患 者 数 が 多 い こ と を 報 告 し て い る 。 企 業 が 行 っ た 調 査 （ ジ ョ ン ソ ン ・ エ

ン ド ・ ジ ョ ン ソ ン 株 式 会 社 (2004)） で は 、 4 人 の う ち 3 人 が 紫 外 線 は 皮

膚 に 悪 影 響 を 与 え る こ と を 知 っ て い る 一 方 で 、 眼 に 悪 影 響 を 与 え る こ と

を 知 っ て い る 者 は 過 半 数 を 下 回 っ て い る こ と を 報 告 し て い る 。 し か し 、
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こ の 調 査 は 男 女 間 、 地 域 間 で 分 析 さ れ て い る が 、 世 代 間 で の 分 析 は 行 わ

れ て い な い 。 紫 外 線 か ら 目 を 保 護 す る た め に サ ン グ ラ ス を 装 着 す る こ と

は 一 般 に 認 識 さ れ て い る が 、 わ が 国 の 生 活 習 慣 と し て 定 着 し て い な い た

め 、紫 外 線 に 敏 感 な 人 や 眼 科 で 装 着 を 推 奨 さ れ て い る 人 な ど 、一 部 の 人 々

の 間 で し か 使 用 さ れ て い な い こ と が 推 察 さ れ る 。  

そ こ で 、 本 章 で は 、 紫 外 線 に 対 す る 意 識 や 対 策 の 実 態 な ら び に 紫 外 線

対 策 と し て の サ ン グ ラ ス 装 着 の 問 題 点 に つ い て 明 ら か に す る た め に 、 高

齢 者 と 若 齢 者 を 対 象 に 調 査 し 、 世 代 別 、 男 女 別 に 分 析 し た 。  

 

 

2.2. 調査方法 

 

2.2.1.調 査 対 象 者 、 場 所 、 時 期  

 紫 外 線 に 対 す る 意 識 や 対 策 の 実 態 、 紫 外 線 対 策 と し て の サ ン グ ラ ス 装

着 の 問 題 点 に つ い て 、 次 の 方 法 で 調 査 を 実 施 し た 。  

(1)調 査 対 象 者 ： 対 象 者 の 年 齢 構 成 群 を 表 2-1 に 示 す 。 若 齢 者 は 18 歳 以

上 の 大 学 生 で 、 ほ と ん ど が 屋 内 で 活 動 し て い る 者 で あ る 。 高 齢 者 は 、

趣 味 や 仕 事 を 持 ち 、 元 気 に 活 動 し 、 自 立 し て 生 活 し て い る 者 で あ る 。

本 研 究 で は 若 齢 者 群 、 高 齢 者 群 と し て 年 代 を ま と め た 。  

(2)調 査 場 所 ： 福 岡 県 、 長 崎 県 、 高 知 県  

(3)調 査 時 期 ： 2007 年 7～ 9 月  

 

2.2.2.調 査 内 容  

 質 問 紙 調 査 は 、 次 の 内 容 に つ い て 実 施 し た 。  

1)対 象 者 の 概 要 に つ い て の 質 問  

性 別 、 年 齢 、 眼 疾 患 状 況 お よ び 眼 の 屈 折 異 常 、 メ ガ ネ ・ コ ン タ ク ト

の 使 用 状 況 に つ い て  

2)紫 外 線 に 対 す る 意 識 に つ い て の 質 問  

身 体 全 体 を 質 問 の 対 象 に し た た め 、 目 に 関 す る 項 目 の 他 、 皮 膚 に 関

す る 項 目 も 含 め た 。 評 定 は 5 段 階 尺 度 と し 、 評 価 基 準 は 、 5： そ う 思  
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表 2-1 調 査 対 象 者  

 男性 女性 男性 女性

77 159

(34.7) (68.2)

145 74

(65.3) (31.8)

138 149

(54.5) (51.0)

91 116

(36.0) (39.7)

22 25

(8.7) (8.6)

2 2

(0.8) (0.7)

平均年齢 21.4歳 19.1歳 69.5歳 69.5歳

SD 2.9 1.2 6.9 7.0

Maximum 18 18 60 60

Minimum 29 25 90 90

人数（％）

若齢者 高齢者

10歳代

20歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳代

年齢

 

 

う 、 4:や や そ う 思 う 、 3:ど ち ら で も な い 、 2： あ ま り 思 わ な い 、 1:思  

わ な い と し た 。  

3)紫 外 線 対 策 の 実 態 に つ い て の 質 問  

紫 外 線 対 策 の 程 度 を 1:行 っ て い る 、2:時 々 行 っ て い る 、3:行 っ て い

な い の 3 段 階 で 回 答 を 求 め 、 行 っ て い る 場 合 、 具 体 的 な 対 策 に つ い て

（ サ ン グ ラ ス 、 被 服 、 化 粧 品 等 ） 質 問 し た 。  

4)屋 外 に お け る サ ン グ ラ ス の 使 用 頻 度 に つ い て の 質 問  

サ ン グ ラ ス の 使 用 頻 度 に つ い て 、 1:使 用 し な い 、 2:時 々 使 用 す る 、

3:頻 繁 に 使 用 す る 、 4:毎 日 使 用 す る の 4 段 階 で 回 答 を 求 め た 。 使 用 す

る 場 合 、 使 用 場 面 、 使 用 目 的 に つ い て 質 問 し た 。 ま た 、 サ ン グ ラ ス を

装 着 す る こ と へ の 抵 抗 感 に つ い て 、 1:あ る 、 2:や や あ る 、 3:あ ま り な

い 、 4:全 く な い の 4 段 階 で 回 答 を 求 め 、 抵 抗 感 を 感 じ る 場 合 、 そ の 理

由 を 質 問 し た 。  

な お 、 本 研 究 に お け る サ ン グ ラ ス に は 、 薄 い 色 が 付 い た 視 力 矯 正 用

の 眼 鏡 を 含 ま な い 。  

5)本 調 査 は 、 西 南 女 学 院 大 学 倫 理 審 査 委 員 会 の 審 査 を 受 け 承 認 さ れ 遂 行

し た 。  
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2.2.3. 分 析 方 法  

(1)眼 疾 患 状 況 お よ び 屈 折 異 常 、メ ガ ネ・コ ン タ ク ト の 使 用 状 況 、紫 外 線

対 策 の 実 態 、 サ ン グ ラ ス 装 着 に 対 す る 実 態 に つ い て は 単 純 集 計 と 4

グ ル ー プ と の ク ロ ス 集 計 に 対 し χ 2 検 定 を 行 っ た 。紫 外 線 に 対 す る 意

識 に つ い て は 一 元 配 置 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。  

(2)紫 外 線 に 対 す る 意 識 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 実 態 、眼 疾 患 の 有 無 お よ び メ

ガ ネ ・ コ ン タ ク ト の 使 用 状 況 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 実 態 に つ い て ク ロ

ス 集 計 を 行 い 、 χ 2 検 定 を 行 っ た 。  

 

 

2.3. 結果 

 

2.3.1.対 象 者 の 眼 の 状 況 に つ い て  

対 象 者 の 眼 疾 患 状 況 に つ い て 表 2-2 に 示 し た 。 若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 罹

患 率 が 高 く 、高 齢 女 性 の 約 40％ 、高 齢 男 性 の 約 30％ が 眼 の 病 気 に 罹 っ て

い た 。中 で も 、白 内 障 を 患 っ て い る 者 が 多 く 、高 齢 女 性 は 31.6％ 、高 齢

男 性 は 18.9％ の 者 が 罹 患 し て い た 。眼 の 屈 折 異 常 に つ い て 表 2-3 に 示 し

た 。 若 齢 者 は 約 50％ が 近 視 で あ り 、 高 齢 者 は 老 視 が 多 か っ た 。 メ ガ ネ ・

コ ン タ ク ト の 使 用 状 況 を 表 2-4 に 示 し た 。 若 齢 女 性 は コ ン タ ク ト を 使 用

す る 者 が 多 く 、 高 齢 者 は メ ガ ネ を 使 用 す る 者 が 多 か っ た 。  

 

表 2-2 眼 疾 患 状 況  

  
男性 女性 男性 女性

1 0 41 78

(0.5) (0.0) (18.9) (31.6)

1 3 1 2

(0.5) (1.4) (0.5) (0.8)

0 0 2 4

(0.0) (0.0) (0.9) (1.6)

0 1 4 5

(0.0) (0.5) (1.8) (2.0)

0 0 6 4

(0.0) (0.0) (2.8) (1.6)

11 18 16 10

(5.5) (8.3) (7.4) (4.0)

188 193 153 149

(93.5) (88.9) (70.5) (60.3)

人数（％）

若齢者 高齢者

特になし

　

白内障

角膜炎

翼状片

緑内障

黄斑変性症

その他
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表 2-3 眼 の 屈 折 異 常  

 
男性 女性 男性 女性

81 69 27 24

(36.5) (30.0) (10.8) (8.2)

109 124 55 65

(49.1) (53.9) (21.9) (22.3)

14 21 18 27

(6.3) (9.1) (7.2) (9.3)

51 56 66 68

(23.0) (24.3) (26.3) (23.4)

1 0 192 233

(0.4) (0.0) (76.5) (80.1)

人数（％）

乱視

老視

高齢者

問題なし

近視

遠視

　
若齢者

 

 

表 2-4 メ ガ ネ ・ コ ン タ ク ト の 使 用 状 況  

 
男性 女性 男性 女性

69 60 57 56

(32.9) (27.3) (23.3) (19.2)

57 93 5 6

(27.1) (42.3) (2.0) (2.1)

52 24 93 90

(24.8) (10.9) (38.0) (30.9)

32 43 90 139

(15.2) (19.5) (36.7) (47.8)

人数（％）

時々メガネ
を使用

高齢者

全く使用し
ていない

コンタクト
を使用

常時メガネ
を使用

　
若齢者

 

 

2.3.2. 紫 外 線 に 対 す る 意 識 と 対 策 の 実 態 に つ い て  

紫 外 線 に 対 す る 意 識 に つ い て 、平 均 値 を プ ロ ッ ト し た（ 図 2-1）。そ の

結 果 、 す べ て の 項 目 で 世 代 お よ び 男 女 の 4 群 間 で 有 意 差 が 見 ら れ た 。 特

に 、「 外 出 時 に 紫 外 線 が 気 に な る 」、「 紫 外 線 は 皮 膚 に 良 く な い と 思 う 」、

「 紫 外 線 は 目 に 良 く な い と 思 う 」、「 紫 外 線 対 策 を 行 う こ と は 重 要 で あ る

と 思 う 」、「 外 出 時 に 紫 外 線 の 強 さ を 感 じ る こ と が あ る 」 の 項 目 で は 、 高

齢 女 性 、 若 齢 女 性 の 平 均 値 が 高 く 、 女 性 の 方 が 紫 外 線 に 対 す る 認 識 が 高

い 傾 向 に あ る 。 高 齢 男 性 、 若 齢 男 性 も 、 紫 外 線 は 皮 膚 や 目 に 良 く な い と

思 い 、 紫 外 線 対 策 を 行 う こ と は 重 要 で あ る と 思 っ て い る が 、 一 方 で 、 若
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齢 男 性 は 外 出 時 に 紫 外 線 を あ ま り 気 に し て い な い 。 ま た 、 男 女 と も 、 目

よ り 皮 膚 に 対 し 紫 外 線 の 影 響 を 受 け た と 感 じ て い た 。  

 

 
そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
わ
な
い

１．外出時に紫外線が気になる

２．
紫外線は皮膚に良くないと
思う

３．
日焼けした肌は健康的だと
思う

４．
日焼けすると体が丈夫にな
ると思う

５．
紫外線により皮膚に影響を
受けたと感じることがある

６．
紫外線は目に良くないと思
う

７．
紫外線により目に影響を受
けたと感じることがある

８．
紫外線対策を行うことは重
要であると思う

９．
外出時に紫外線の強さを感
じることがある

10．
紫外線は有害であるが、あ
まり神経質になる必要はな
い

 

           

 
 

* * *   p＜ 0 . 0 0 1  

図 2-1  紫 外 線 に 対 す る 意 識  
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 次 に 、紫 外 線 対 策 の 実 施 状 況 を 表 2-5-1 に 示 し た 。「 常 に 行 う 」、「 時 々

行 う 」を 合 わ せ る と 、若 齢 女 性 は 83.9％ 、高 齢 女 性 は 79.9％ で あ っ た の

に 対 し 、高 齢 男 性 は 49.6％ 、若 齢 男 性 は 19.5％ で あ っ た 。4 グ ル ー プ と

紫 外 線 対 策 の 程 度 と の ク ロ ス 集 計 に 対 し χ ２ 検 定 を 行 っ た 結 果 、 有 意 差

が 認 め ら れ た（ χ 2（ 6）=271.6,ｐ ＜ 0.001）。具 体 的 に 行 っ て い る 対 策 を

表 2-5-2 に 示 し た 。 こ れ ら は 、 紫 外 線 対 策 を 「 常 に 行 う 」、「 時 々 行 う 」

と 回 答 し た 者 が 対 象 で あ り 、（  ）内 は そ の 母 数 に 対 す る 割 合 で あ る 。若

齢 男 性 は 、「 サ ン グ ラ ス を 使 用 し て い る 」 が 最 も 多 く 、 次 い で 、「 長 ズ ボ

ン ま た は 長 い ス カ ー ト を は い て い る 」が 多 い 。若 齢 女 性 は 、「 紫 外 線 対 策

の 化 粧 品 を 使 用 し て い る 」 が 88.7％ と 最 も 多 い 。「 日 傘 を 差 し て い る 」

は 約 50％ で あ る 。高 齢 男 性 は 、ほ ぼ 全 員 が「 帽 子 を か ぶ っ て い る 」と 答

え 、 次 い で 、「 サ ン グ ラ ス を 使 用 し て い る 」、「 長 袖 の 服 を 着 用 し て い る 」

が 多 い 。 高 齢 女 性 は 、「 帽 子 を か ぶ っ て い る 」 が 82.6％ と 最 も 多 く 、 次

い で 、「 日 傘 を さ し て い る 」、「 紫 外 線 対 策 の 化 粧 品 を 使 用 し て い る 」の 順

で あ る 。「 長 ズ ボ ン ま た は 長 い ス カ ー ト を は い て い る 」、「 長 袖 の 服 を 着 用

し て い る 」と 答 え た 者 も 50％ 以 上 い る 。こ れ よ り 、高 齢 者 は 若 齢 者 よ り

複 数 の 方 法 で 紫 外 線 対 策 を 行 っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 女

性 よ り 男 性 の 方 が 紫 外 線 対 策 と し て サ ン グ ラ ス を 使 用 し て い る 者 が 多 か

っ た 。  

 

表 2-5-1  紫 外 線 対 策 の 実 施 状 況  

 男性 女性 男性 女性

6 53 33 82

(2.7) (22.9) (13.3) (28.5)

37 141 90 148

 (16.8) (61.0)  (36.3)  (51.4)

177 37 125 58

(80.5) (16.0) (50.4) (20.1)

人数（％）

若齢者 高齢者
　

行って
いない

常に行う

時々行う
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表 2-5-2  紫 外 線 対 策 の 種 類  

 
男性 女性 男性 女性

43名 194名 123名 230名

27 18 78 67

(62.8) (9.3) (63.4) (29.1)

11 18 121 190

(25.6) (9.3) (98.4) (82.6)

0 95 2 173

(0.0) (49.0) (1.6) (75.2)

12 172 12 153

(27.9) (88.7) (9.8) (66.5)

10 35 74 127

(23.3) (18.0) (60.2) (55.2)

18 47 61 133

(41.9) (24.2) (49.6) (57.8)

1 14 25 74

(2.3) (7.2) (20.3) (32.2)

5 16 15 46

(11.6) (8.2) (12.2) (20.0)

2 5 0 2

(4.7) (2.6) (0.0) (0.9)

人数（％）

若齢者 高齢者

日傘をさしている

その他

　

サングラスを使用し
ている

紫外線対策の化粧品
を使用している

長袖の服を着用して
いる

長ズボンまたは長いスカー
トをはいている

日中は外に出ないよ
うにしている

帽子をかぶっている

手袋をはめている

 

 

2.3.3. サ ン グ ラ ス 装 着 に 対 す る 実 態 に つ い て  

 サ ン グ ラ ス の 使 用 頻 度 を 表 2-6-1 に 示 し た 。 若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 使 用

頻 度 が 高 か っ た 。「 毎 日 使 用 す る 」、「 頻 繁 に 使 用 す る 」、「 時 々 使 用 す る 」

を 合 わ せ る と 高 齢 男 性 は 約 45％ 、 高 齢 女 性 は 約 35％ が 使 用 し て い た 。  

χ 2 検 定 を 行 っ た 結 果 、若 齢 者 と 高 齢 者 の 間 で 有 意 差 が み ら れ た（ χ 2（ 9）

=66.3, ｐ ＜ 0.001）。サ ン グ ラ ス を 使 用 す る 者 に 対 し て 使 用 場 面 を 質 問 し

た 結 果（ 表 2-6-2）、若 齢 男 性 は 、車 を 運 転 す る と き 、外 出 す る と き 、若

齢 女 性 は 、 外 出 す る と き と 答 え た 者 が 多 か っ た 。 高 齢 男 性 は 、 車 を 運 転

す る と き が 最 も 多 く 、 次 い で 、 外 出 す る と き が 多 く 、 ス ポ ー ツ や 釣 り 、

散 歩 時 に 使 用 す る 者 も 約 20％ い た 。高 齢 女 性 は 、外 出 す る と き 、車 を 運

転 す る と き 、 散 歩 の 順 で あ る 。 サ ン グ ラ ス を 使 用 す る 理 由 を 表 2-6-3 に

示 し た 。 若 齢 者 は 、「 ま ぶ し い た め 」 が 最 も 多 く 、 次 い で 、「 お し ゃ れ の

た め 」と 答 え た 者 が 多 か っ た 。高 齢 男 性 は 、「 ま ぶ し い た め 」、「 目 の 保 護
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の た め 」、「 紫 外 線 防 止 の た め 」、 高 齢 女 性 は 、「 目 の 保 護 の た め 」、「 ま ぶ

し い た め 」、「 紫 外 線 防 止 の た め 」の 順 で あ り 、「 お し ゃ れ の た め 」と 答 え

た 者 は 10％ 未 満 で あ っ た 。  

 

表 2-6-1  サ ン グ ラ ス の 使 用 頻 度  

 男性 女性 男性 女性

2 0 23 26

(0.9) (0.0) (9.2) (9.0)

8 3 12 7

 (3.7) (1.3)  (4.8)  (2.4)

45 38 77 69

(20.6) (16.7) (30.8) (23.9)

163 87 138 187

(74.8) (82.0) (55.2) (64.7)

若齢者 高齢者

毎日使用する

頻繁に使用する

時々使用する

使用しない

　

人数（％）  

 

表 2-6-2  サ ン グ ラ ス を 使 用 す る 場 面  

 
男性 女性 男性 女性

55名 41名 112名 102名

4 1 24 6

(7.3) (2.4) (21.4) (5.9)

36 12 79 44

(65.5) (29.3) (70.5) (43.0)

31 24 50 66

(56.4) (58.5) (44.6) (64.7)

8 1 23 0

(14.5) (2.4) (20.5) (0.0)

1 1 8 5

(1.8) (2.4) (7.1) (4.9)

5 4 20 26

(9.1) (9.8) (17.9) (25.5)

8 11 10 5

(14.5) (26.8) (8.9) (4.9)

     人数（％）

　
若齢者 高齢者

スポーツをするとき

車を運転するとき

外出するとき

釣り

登山

散歩

その他
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表 2-6-3  サ ン グ ラ ス を 使 用 す る 理 由  

 
男性 女性 男性 女性

55名 41名 112名 102名

18 24 60 68

(32.7) (58.5) (53.6) (66.7)

0 2 2 6

(0.0) (4.9) (1.8) (5.9)

47 34 89 69

(85.5) (82.9) (79.5) (67.6)

35 27 5 10

(63.6) (65.9) (4.5) (9.8)

18 15 70 71

(32.7) (36.6) (62.5) (69.6)

1 2 4 1

(1.8) (4.9) (3.6) (1.0)

人数（％）

その他

　
若齢者 高齢者

紫外線防止のため

目じりのしわを防止するた
め

おしゃれのため

目の保護のため

まぶしいため

 

 

以 上 よ り 、 サ ン グ ラ ス は 若 齢 者 よ り 高 齢 者 に 多 く 使 用 さ れ て い る が 、

全 体 に 占 め る 使 用 率 が 低 い 。 そ こ で 、 サ ン グ ラ ス 装 着 に 対 す る 抵 抗 感 に

つ い て 質 問 し た 。結 果 を 表 2-7-1 に 示 し た 。「 あ る 」、「 や や あ る 」を 合 わ

せ る と 、若 齢 男 性 は 38.5%、若 齢 女 性 は 65.4%、高 齢 男 性 は 35.8%、高 齢

女 性 は 52.0%で あ り 、 男 性 よ り 女 性 、 特 に 若 齢 女 性 が 抵 抗 感 を 抱 い て い

た 。抵 抗 感 を 抱 く 者 に 対 し て 装 着 し な い 理 由 を 質 問 し た 結 果（ 表 2-7-2）、

若 齢 男 性 は 、「 自 分 に 似 合 わ な い か ら 」、「 サ ン グ ラ ス に 興 味 が な い か ら 」、

「 ま わ り に つ け て い る 人 が あ ま り い な い か ら 」、 若 齢 女 性 は 、「 自 分 に 似

合 わ な い か ら 」、「 ま わ り に つ け て い る 人 が あ ま り い な い か ら 」、「 サ ン グ

ラ ス に 興 味 が な い か ら 」と 答 え た 者 が 多 か っ た 。高 齢 男 性 は 、「 周 り の 色

が 正 し く 見 え に く い か ら 」、「 サ ン グ ラ ス に 興 味 が な い か ら 」、「 サ ン グ ラ

ス を 着 け る の が 面 倒 だ か ら 」、 高 齢 女 性 は 、「 周 り の 色 が 正 し く 見 え に く

い か ら 」、「 ま わ り に つ け て い る 人 が あ ま り い な い か ら 」、「 サ ン グ ラ ス に

興 味 が な い か ら 」 と 答 え た 者 が 多 か っ た 。 世 代 間 で 装 着 し な い 理 由 は 異

な っ て い た が 、「 サ ン グ ラ ス に 興 味 が な い か ら 」は 全 体 に 共 通 し た 理 由 で

あ っ た 。  
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表 2-7-1  サ ン グ ラ ス 装 着 に 対 す る 抵 抗 感  

 
男性 女性 男性 女性

29 42 43 60

(13.3) (18.2) (17.7) (21.1)

55 109 44 88

(25.2) (47.2) (18.1) (30.9)

62 57 79 64

(28.4) (24.7) (32.5) (22.5)

72 23 77 73

(33.0) (10.0) (31.7) (25.6)

人数（％）

　
若齢者 高齢者

ある

ややある

あまりない

全くない

 

 

表 2-7-2  サ ン グ ラ ス を 装 着 し な い 理 由  

 
男性 女性 男性 女性

84名 151名 87名 148名

27 72 21 53

(32.1) (47.7) (24.1) (35.8)

56 116 25 45

(66.7) (76.8) (28.7) (30.4)

24 31 30 40

(28.6) (20.5) (34.5) (27.0)

26 55 40 63

(31.0) (36.4) (46.0) (42.6)

14 22 21 40

(16.7) (14.6) (24.1) (27.0)

25 56 11 35

(29.8) (37.1) (12.6) (23.6)

7 17 2 13

(8.3) (11.3) (2.3) (8.8)

38 57 31 51

(45.2) (37.7) (35.6) (34.5)

21 22 22 11

(25.0) (14.6) (25.3) (7.4)
その他 8 6 7 6

(9.5) (4.0) (8.0) (4.1)

人数（％）

若齢者 高齢者

まわりにつけている人があ
まりいないから

自分に似合わないから

　

おしゃれなサングラスがな

いから

サングラスに興味がないか
ら

変わった人、怖い人に思わ
れるから

サングラスを着けるのが面
倒だから

周りの色が正しく見えにく
いから

周りの文字が正しく見えに

くいから

人に見られるのがはずかし
いから
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2.3.4. 紫 外 線 に 対 す る 意 識 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 実 態 と の 関 連 に つ い て  

 紫 外 線 に 対 す る 意 識 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 実 態 に つ い て の ク ロ ス 集 計 に

対 し 、 χ 2 検 定 を 行 い 、 有 意 差 が 認 め ら れ た 項 目 を 表 2-8 に 示 し た 。 高

齢 男 性 で 5 項 目 、 若 齢 男 性 、 高 齢 女 性 は 1 項 目 で 有 意 差 が 認 め ら れ た 。

高 齢 男 性 、 若 齢 男 性 は 、 外 出 時 に 紫 外 線 が 気 に な る と 思 う 者 ほ ど サ ン グ

ラ ス を 装 着 す る 者 が 多 か っ た 。 ま た 、 高 齢 男 性 に お い て 、 紫 外 線 は 目 に

良 く な い 、目 に 影 響 を 受 け た と 感 じ る 者 ほ ど サ ン グ ラ ス を 使 用 し て い た 。 

 

表 2-8  紫 外 線 に 対 す る 意 識 と サ ン グ ラ ス 装 着 と の 関 連  

男性 女性 男性 女性

χ２(12)=34.8 － χ２(12)=46.2 －

p＜0.001 － p＜0.001 －

－ － χ２(12)=27.3 －

－ － p＜0.01 －

－ － χ２(12)=29.0 －

－ － p＜0.01 －

－ － χ２(12)=61.8 χ２(12)=28.9

－ － p＜0.001 p＜0.05

－ － χ２(12)=27.5 －

－ － p＜0.01 －

若齢者 高齢者

サ
ン
グ
ラ
ス
を
使
用
す
る

外出時に紫外線が気になる

日焼けすると体が丈夫になる
と思う

紫外線は目に良くないと思う

紫外線により目に影響を受け
たと感じることがある

外出時に紫外線の強さを感じ
ることがある

 

 

2.3.5. 眼 疾 患 お よ び メ ガ ネ 使 用 の 有 無 と サ ン グ ラ ス 装 着 と の 関 連 に  

つ い て  

白 内 障 、 角 膜 炎 、 翼 状 片 、 緑 内 障 、 黄 斑 変 性 性 を 患 っ て い る と 回 答 し

た 者 を 眼 疾 患 が あ る 者 と し 、 そ れ 以 外 の 者 を な い 者 と し て ま と め 、 眼 疾

患 の 有 無 と サ ン グ ラ ス 装 着 と の 関 連 に つ い て ク ロ ス 集 計 を 行 っ た 。な お 、

眼 疾 患 は 若 齢 者 よ り 高 齢 者 に 多 く み ら れ た た め 、 高 齢 者 を 分 析 の 対 象 と

し た 。 そ の 結 果 、 眼 疾 患 の 有 無 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 有 無 と の 間 に 関 連 は

認 め ら れ な か っ た （ χ 2（ 3） =0.8,ｐ ＞ 0.05）（ 表 2-9）。  

  メ ガ ネ や コ ン タ ク ト の 使 用 の 有 無 と サ ン グ ラ ス 装 着 と の 関 連 に つ い て

ク ロ ス 集 計 を 行 っ た 。 メ ガ ネ を 使 用 す る 者 の 方 が サ ン グ ラ ス を 装 着 し 、

メ ガ ネ 使 用 の 有 無 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 有 無 と の 間 に 関 連 が 認 め ら れ た

（ χ 2（ 9） =25.3,ｐ ＜ 0.01） (表 2-10)。  
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表 2-9  眼 疾 患 と サ ン グ ラ ス 装 着 と の 関 連  

 
毎日
使用

頻繁に
使用

時々
使用

使用
しない

13 6 44 95

(8.2) (3.8) (27.8) (60.1)

20 9 92 179

(6.7) (3.0) (30.7) (59.7)
（％：「目の病気」に対する比率）

サングラス装着の有無

ある

ない

眼
疾
患

 

 

表 2-10  メ ガ ネ 使 用 の 有 無 と サ ン グ ラ ス 装 着 と の 関 連  

 
毎日
使用

頻繁に
使用

時々
使用

使用
しない

4 5 50 178

(1.7) (2.1) (21.1) (75.1)

3 5 32 118

(1.9) (3.2) (20.3) (74.7)

16 6 60 171

(6.3) (2.4) (23.7) (67.6)

24 14 79 183

(8.0) (4.7) (26.3) (61.0)

（％：「メガネ・コンタクトの使用」に対する比率）

コンタクト
を使用

常時メガネ
を使用

時々メガネ
を使用

メ
ガ
ネ
･
コ
ン
タ
ク
ト
の
使
用

サングラス装着の有無

全く使用し
ていない

 

 

2.4. 考察 

 

 紫 外 線 に 対 す る 意 識 10 項 目 す べ て に つ い て 4 グ ル ー プ （ 高 齢 者 男 性 、

高 齢 者 女 性 、 若 齢 者 男 性 、 若 齢 者 女 性 ） で 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 女 性 は

外 出 時 に 紫 外 線 が 気 に な り 、 紫 外 線 は 皮 膚 や 目 に 良 く な い と 思 い 、 紫 外

線 対 策 を 行 う こ と は 重 要 で あ る と 感 じ て い る 。 一 方 、 男 性 は 紫 外 線 が 皮

膚 や 目 に 良 く な い と や や 思 っ て い る が 、 特 に 若 齢 男 性 は 外 出 時 に 紫 外 線

を あ ま り 気 に し て い な か っ た 。 ま た 、 男 女 と も 、 目 よ り 皮 膚 に 対 し 紫 外

線 の 影 響 を 感 じ て い る 傾 向 に あ っ た 。 こ れ よ り 、 両 世 代 と も 女 性 の 方 が

多 く 実 施 し て い る こ と か ら 、 紫 外 線 に 対 す る 意 識 の 高 さ が 対 策 実 施 の 有

無 に 大 き く 反 映 し て い る と 推 察 さ れ る 。  
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具 体 的 な 対 策 は 、 若 齢 男 性 が サ ン グ ラ ス の 使 用 、 若 齢 女 性 が 化 粧 品 の

使 用 、 高 齢 男 女 は 帽 子 の 着 用 が 最 も 多 か っ た 。 紫 外 線 対 策 と し て の サ ン

グ ラ ス の 使 用 は 男 性 が 約 60％ と 高 い が 、女 性 は 低 く 、特 に 女 性 は 皮 膚 の

防 御 を 中 心 に 行 っ て い る こ と が う か が え る 。 三 津 野 ら (2002)の 高 校 生 を

対 象 に 行 っ た 調 査 で は 、 紫 外 線 に 対 す る 意 識 、 対 策 と も 男 子 よ り 女 子 の

認 識 が 高 く 、 男 女 差 が あ る こ と を 示 し て い た 。 庄 山 ら (2007)の 調 査 で も

欧 米 人 女 性 よ り 日 本 人 女 性 に 紫 外 線 が 気 に な る と 回 答 し た 者 が 多 く 、 日

本 人 が 白 を 好 み 色 白 を 美 し い と す る 文 化 か ら 、 紫 外 線 に よ る 日 焼 け を 意

識 し て い る こ と を 考 察 し て い る 。本 研 究 の 紫 外 線 に 対 す る 人 々 の 意 識 は 、

こ れ ら の 研 究 結 果 と 同 様 の 傾 向 を 示 し 、 特 に 女 性 に 対 す る 色 白 志 向 を 反

映 し て い る こ と が う か が え る 。 紫 外 線 対 策 実 施 状 況 に 男 女 差 が 生 じ て い

る こ と 、 紫 外 線 対 策 と し て 女 性 は 特 に 皮 膚 の 防 御 を 中 心 に 考 え て い る こ

と か ら 、 今 後 、 皮 膚 の み な ら ず 目 も 含 め た 紫 外 線 防 御 に 関 す る 啓 発 の 強

化 が 望 ま れ る 。 ま た 、 大 中 (1993)は 、 Leach ら (1978)の 測 定 に よ り 、 週

末 の 紫 外 線 暴 露 量 は 1 週 間 の 45%に 相 当 す る こ と 、 職 種 に よ り 違 い が あ

る こ と を 報 告 し て い る 。 こ れ に よ り 、 屋 外 作 業 や 屋 外 活 動 を 行 う 者 に 対

し て 紫 外 線 に 対 す る 対 策 が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。  

 サ ン グ ラ ス の 装 着 に つ い て は 、 若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 使 用 頻 度 が 高 か っ

た 。 使 用 場 面 は 車 を 運 転 す る と き や 外 出 す る と き が 多 か っ た 。 特 に 男 性

は 、 運 転 時 に サ ン グ ラ ス 装 着 の 要 求 が 高 い こ と が 推 察 さ れ る 。 ま た 、 男

性 で は ス ポ ー ツ 時 や 釣 り な ど ア ウ ト ド ア で 活 動 す る 場 面 も 比 較 的 多 か っ

た 。 サ ン グ ラ ス を 使 用 す る 理 由 に つ い て は 若 齢 者 、 高 齢 者 と も 「 ま ぶ し

い た め 」 と 答 え た 者 が 多 か っ た 。 世 代 別 に 見 る と 、 高 齢 者 は 「 目 の 保 護

の た め 」、「 紫 外 線 防 止 の た め 」 が 多 く 、 目 の 健 康 を 気 遣 っ て 装 着 し て い

る こ と が う か が え る 。一 方 、若 齢 者 は お し ゃ れ の た め と 答 え た 者 が 多 く 、

装 着 す る 理 由 に つ い て 世 代 間 で 異 な っ て い た 。 こ れ よ り 、 高 齢 者 は サ ン

グ ラ ス を プ ロ テ ク ト ツ ー ル と し て 、 若 齢 者 は フ ァ ッ シ ョ ン ツ ー ル と し て

捉 え て い る こ と が 推 察 さ れ た 。  

サ ン グ ラ ス 装 着 に 対 す る 抵 抗 感 は 、 男 性 よ り 女 性 に 高 く 、 特 に 若 齢 女

性 は 65.4％ が 抵 抗 を 感 じ て い た 。 サ ン グ ラ ス を 装 着 し な い 理 由 と し て 、
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若 齢 者 は 「 自 分 に 似 合 わ な い か ら 」「 周 り に つ け て い る 人 が い な い か ら 」

な ど 、 外 観 や 他 者 の 目 を 気 に し て い る こ と が 推 察 さ れ る 。 フ ァ ッ シ ョ ン

の 個 性 化 に よ り 、 服 装 に 対 す る 規 範 も 寛 容 に な っ て い る 一 方 で 、 周 囲 と

比 較 す る こ と で 安 心 を 求 め な が ら 行 動 す る 人 々 の 様 子 が う か が え る 。 高

齢 者 は 「 周 り の 色 が 正 し く 見 え に く い か ら 」 な ど 、 装 着 に 伴 う 安 全 性 を

問 題 視 し て い た 。 視 覚 特 性 に つ い て 、 川 口 ら (2005)は 、 高 齢 者 は 若 齢 者

と 比 較 し て 色 彩 弁 別 能 力 が 劣 っ て お り 、 年 齢 に 関 係 な く 識 別 し 難 い 色 相

と 加 齢 に 伴 っ て 識 別 し 難 く な る 色 相 が あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 ま

た 、 吉 田 ら （ 1992） は 、 黄 一 色 の 誤 認 状 況 に つ い て 、 色 彩 の 誤 認 率 は 加

齢 に よ り 増 加 し 、80 歳 を 過 ぎ る と 横 ば い に な る こ と を 報 告 し て い る 。こ

の よ う な 高 齢 者 の 視 覚 特 性 か ら 、 サ ン グ ラ ス の 色 が 見 え に 影 響 す る こ と

が 予 想 さ れ る 。 現 在 、 さ ま ざ ま な 色 の サ ン グ ラ ス が 市 販 さ れ て い る 。 紫

外 線 対 策 と し て 効 果 的 で 、 し か も 安 全 で 快 適 な 視 環 境 が 望 ま れ る た め 、

今 後 、 視 覚 特 性 に 配 慮 し た サ ン グ ラ ス の 色 の 提 案 が 必 要 で あ る と 思 わ れ

る 。ま た 、全 グ ル ー プ で サ ン グ ラ ス を 使 用 し な い 理 由 に 対 し 、「 サ ン グ ラ

ス に 興 味 が な い か ら 」 と 答 え る 者 が 多 く 、 わ が 国 で は 、 目 を 保 護 す る た

め に サ ン グ ラ ス を 装 着 す る 意 識 が 薄 い こ と が わ か る 。  

 紫 外 線 に 対 す る 意 識 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 実 態 と の 関 連 で は 、 特 に 、 高

齢 男 性 に お い て 、 紫 外 線 を 意 識 し 、 目 に 良 く な い 、 目 に 影 響 を 受 け た と

思 っ て い る 者 ほ ど サ ン グ ラ ス を 使 用 し て い た 。 高 齢 男 性 は 4 グ ル ー プ の

中 で 日 常 生 活 に お い て ア ウ ト ド ア で の 活 動 が 比 較 的 多 か っ た た め 、 目 に

対 す る 紫 外 線 の 影 響 を 意 識 し て い る の で は な い か と 思 わ れ る 。 メ ガ ネ 使

用 の 有 無 と サ ン グ ラ ス 装 着 の 有 無 と の 関 連 で は 、 メ ガ ネ を 使 用 す る 者 の

方 が サ ン グ ラ ス を 装 着 す る 者 が 多 か っ た 。 メ ガ ネ の レ ン ズ は ほ と ん ど

UV-B を 通 さ な い が 、サ ン グ ラ ス を 装 着 す る こ と に よ る 眩 し さ の 減 少 、見

え や す さ へ の 期 待 感 な ど 、 人 々 が サ ン グ ラ ス の 有 効 性 を 求 め て い る こ と

が 推 察 さ れ る 。  


